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数は18～22個，個々の繊維は径10～25μmで母種に比してやや大きい．
　葉の主脈部の厚さは700～850μmで母種に比してやや大きい．主脈の維管束は主脈部のやや上面側に位置し，道
管の径は職種と同様である．さく状組織は1層の径25～35μm，長さ50～70μmの柔細胞からなる．気孔は下面の
ものが径45～55μm，上面のものが径45～50μm．T虎毛の頭部の細胞は上，下面のものともに長さ200～300μm，
柄は上面のものが長さ100～150μm，下面のものが長さ100～180μmで，母種に比して頭部の細胞は長く柄は短
い．
　葉柄の中央部横切面は浅いつぼ形で大型の翼を有する．
　4．「九押明」
a）形状：暢品は地上部全体の曙町で，花裸実は認められず，全形趾粗切品莇る．茎は径3～∬㎜，
全形品では高さ50～70cm，細い部位にはT字毛が認められる．葉は破損したものが多く，両面にT字毛が認められ
る．葉は復元すると，2回羽状深裂～1回羽状深裂で，葉柄は長さ2～2．5cm．色は全体に淡緑色～緑褐色を呈し，
味は苦い．
　b）内部構造：茎および葉の内部構造はChrysanthemum　zawadskii　HERBIcH　var．　latilobum（MAxlM．）KITA・
MURAチョウセソノギクと完全に合致した．
結論および考察
　1。今回比較剖検した韓国および日本産Chrysantkemum属植物5種は組織学的に茎の横切面においてはその形状，
コルク層の形態，内しょう中の繊維群の数および個々の繊維の大きさなど，葉においては主脈部横切面の形状，厚さ，
表面視における気孔の大きさ，T字毛の形態，また葉柄の横切面においてはその形状，下皮の有無などにより種を区
別することが可能であった．各種の内部形態学的特徴をTABLE　Iに示す．
　2．韓国民間薬「九煙草」を比較組織学的に検討した結果，Chrysantkemum　zawadskii　HERBICH　var．　latitobum
（MAXIM．）KITAMURAチョウセソノギクの；蕾をつける前に採集された地上部を基源とすることを確証しえた．
　3．今回入手した市場品「九折草」は蕾をつける前に採集された地下部を除く全麗質で，外形的には主として葉形
によって種の鑑別が行えるが，商品中の葉は大半が破損しており，また粗切された市場品もあり，肉眼による種の鑑
別はきわめて困難であった．今回茎および葉を剖検した結果，それらは内部形態学的に明確に種の同定が可能であっ
た．
　4．母国と変種の関係にあり，内部形態の類似が予想されたChrysanthemum　zawadskii　HERBICHイワギクと
C．zawadskii　var．　latilobumチョウセンノギクは，茎の横切面において稜およびコルク層の有無，葉柄の横切面にお
いてその形状などにより明確に区別された．
　5．韓国の全地域に多く分布しているC．　zawadskii　var．　latilobumは内部形態的に茎においては寒い地域のもの
ほど内しょう中の繊維が発達し，葉においては暖かいところのものほど気孔およびT葦毛の量が多く認められた．
　6．「九折草」は韓国全域で広く民間薬として利用されているが，その有効成分や薬理および臨床的研究はほとん
ど行われていない．なお，同属植物の頭花は菊花，野菊花（苦意）などと称され7），古くから感冒，発熱，頭痛など
の治療薬として応用されている8）．これらの生薬の利用に関しては今後各方面からの基礎的研究が必要と思われる．
　謝辞：本研究にあたり比較植物鑑定の労をとられた京都大学名誉教授北村四郎博士ならび比較材料の入手にご協
力下された富山医科薬科大学薬学部附属薬用植物園吉崎正雄助教授射よび熊本大学薬学部附属薬用植物園浜田善利
博士に深謝する．
　List　of　abbreviations：　co：　collenchyma，　eo：　essential　oil，　ep：　epidermis，　f：　fiber，　fb：　fiber　bundle，　ht：　T－form　hair，
hy：　hypodermis，　kl：　cork　layer，　m：　pith，　mxy：　xylem　medullary　ray，　pa：　pal　isade　parenchyma，　ph：　phloem，　s：　sieve
tube，　sea：secretory　cana豆，　sto，　stoma，　v：vessels▼b：vascular　bundle，叩：pitted　vesse1，　vs：spiral　vessel，　wf：wood
fiber，　xy　：　xylem．
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